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PM2.5 テスターの販売を開始します
新製品として、PM2.5 を測定できる「PM2.5 テスター（PMT-2500 型）」を販売いたします。

PM2.5 は肺がん、呼吸器系、循環器系への影響が心配されています。

乾電池で動く、ハンディサイズのテスターです。音が静かで、振動はほとんどありません。
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製製品品紹紹介介
1）p-ジクロロベンゼン検知管 730 型を用いた 1,4-ジクロロ-2-ブテンの測定

p-ジクロロベンゼン検知管 730 型の仕様を変更し、1,4-ジクロロ-2-ブテンの測定も可能にな

りました。校正は cis-1,4-ジクロロ-2-ブテンで行っております。

※ご購入した検知管の同梱の使用説明書に換算目盛が記載されていない場合は、上記の換算

目盛りをご利用ください。

2） 一酸化炭素測定器 TX-007 測定結果の判定をカラーで表示します

測 定 範 囲

試料採取量

測 定 時 間

検 知 限 度

色 の変 化

0.05～0.6ppm(換算表)

3L(200mL/min×15min)

15 分間

0.002ppm(p-ジクロロベンゼン)

橙色 → 赤紫色

有 効 期 限

反 応 原 理

使用温度範囲

使用湿度範囲

１年

酸化鉛による酸化によって生成する酸をｐＨ指示薬で

検知する。

10～35℃(温度補正あり)

0～90％RH（湿度の影響なし）
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講座 -水質用検知管-

■ 概要

検知管には「ガス検知管」のほかに「水質用検知管」があります。水質用検知管は、水溶液中の

物質の濃度を測定できます。水質用検知管は、北川式検知管発明者の北川徹三博士と共同研究

者であった横浜国立大学教授 小林義隆博士により開発されました 1)。

■浸漬法 ■吸引法

■注入法 試料液を注射器にとり、検知管に注入します。

注射器 検知管

いずれの方法も試料液が検知管の内部に浸透し、変色を確認することで濃度を検知します。

水質用検知管 製品事例

測定対象物質 用途 検知管型式 測定範囲
測定

方式

有効

期限

〔年〕

塩素イオン 水中の塩素イオン測定

201SA 10～2,000ppm 浸漬法 3

201SB 3～200ppm 浸漬法 2

201SC 1～60ppm 浸漬法 3

201SM 50～3000ppm 浸漬法 3

残留塩素 水中の塩素測定 234SA 0.4～5ppm 浸漬法 2

シアンイオン 水中のシアンイオン測定 204S 0.2～5ppm 吸引法 2

銅イオン 水中の銅イオン測定 203S 1～100mg/l 吸引法 1

溶剤中水分 溶剤中の水分測定 77S 10～400mg/l 吸引法 2

溶存硫化物 ビルピットの硫化物測定など
200SA 2～1,000ppm 浸漬法 1

200SB 0.5～10ppm 浸漬法 2

水質用検知管の使用事例（塩分検知管）は、以下のアドレスの You Tube にて動画が公開されて

います。使用方法がわかりますので、是非ご覧ください。

https://www.youtube.com/watch?v=TIrfkXFfDzY

参考文献 1) 北川徹三、有害ガスおよび蒸気の迅速測定、分析化学、1963 年 12 巻 11 号 p. 1074-1080

検知管の両端を

折ってから試料液

に浸します。試料液

は毛細管現象によ

って検知管の中に

浸透していきます。

検知管の一端に

ゴム球を取りつけ

て試料液を吸い上

げます。
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書評

『科学と産業の発展を支えた

分析機器・科学機器遺産』

本書は、一社）日本分析機器工業会/日本科学機

器協会が共同で実施している「分析機器・科学機器

遺産認定事業」についての成果をまとめたものであ

る。

「分析機器・科学機器遺産認定事業」とは明治時

代以降で「技術や機器の発展史上の重要な成果を

示すもの」や「日本国民の生活・経済・教育・文化に

貢献した」分析機器・科学機器を選定し、適切に保

存すると共に文化的遺産として次世代に継承してい

くことを目的として実施されたものである。

本書は2012年から 2016年の 5年間にわたる事業

の内容を記録し、認定された各機器についての解

説の他に、識者による科学機器・分析機器の歴史に

についての解説、科学史・文献調査についてのコラ

ム、分析機器・科学機器年表なども掲載されている。

単なる事業の記録というだけではなく、近代科学史

に関する資料としても活用できる内容となっている。

書籍冒頭では分析機器・科学機器遺産所在地一

覧が日本地図とともに掲載されている。見学可否に

ついても合わせて記載されているため、実物の見学

を検討する際には参考になる。一部のものは博物館

内に保存されており、展示状態も合わせて写真で紹

介されているため、見学する場合の参考となる。

次に識者らの論説が掲載されているが、認定され

た機器遺産だけでなく1840年代から1990年代にか

けての科学の発展や社会情勢についてわかりやす

く解説されている。分析機器・科学機器が開発され

た背景も理解でき、大変興味深い。

その後は各認定品について、機器ごとに解説され

ている。77 品種について、機種当たり 1 ページが割

かれて説明されている。古いものは明治時代の顕微

鏡から、新しいものでは国内初の GC-MS について

も掲載されている。各機種の開発のいきさつや、当

時の社会情勢や理化学的な特徴について記載され、

また保管場所の住所や連絡先も記載されている。

ており、認定品について詳しく知ることができる。

認定品によっては、見学に予約が必要なものもある

ため、見学希望の場合は、本書記載の連絡先にコ

ンタクトすればよい。

巻末には「分析機器・科学機器遺産年表」が掲載

されているが、遺産だけでなく、社内情勢や業界団

体の動きも合わせて掲載されている。このような年表

は他の書籍では見られないため、非常に貴重であ

る。

分析機器・科学機器の歴史を中心に解説した書籍

は、本書の他にはほとんど見られないと思われる。

分析機器・科学機器に興味のある方だけなく、科学

史・化学史ならびに近代史に関心のある方々にとっ

ても価値ある内容であり、ぜひ手にとっていただきた

い一冊である。
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